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ベルト調節方法

1. ボタンを同時に押して、クラスプを開きます。
2. ベルトに付いている金具の裏側を開きます。
3. 手首に最適なサイズの穴を見つけて、金具を留めます。
4. クラスプを留めます。

1. 2. 3.

ベルト交換方法

はずし方
ベルト交換工具（Y型）を時計・ベルト間のバネ棒溝にひっかけます。
バネ棒をベルト側に押し込むと外れます。

付け方
バネ棒を新しいベルトにセットして、片方の穴に差し込みます。
もう片方の穴にベルト交換工具（Y型）でバネ棒の先端を押しさげ入れます。
しっかり固定されたか確認します。

ベルト交換工具は付属しません。別途お買い求めください。

バネ棒溝
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防水性能について
型により異なります。防水性能は 5ATMまで日常生活防水、10ATMで日常生活強化防水に相当します。

お持ちのモデルがどのくらいの深さまで使用できるかご確認ください。
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設定方法  （２針タイプ/クォーツ）

分針

時針
通常リューズ位置
位置 1

時刻設定
1. ゆっくりとリューズを 1の位置までひいてください。
2. リューズを回して時針、分針を設定してください。
3. リューズを通常の位置に戻すと時計が動き出します。
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設定方法  （クロノグラフタイプ/クォーツ）

時刻設定
1. ゆっくりとリューズを 1の位置までひいてください。
2. リューズを時計回りに回して時針、分針、24 時間針を
　設定してください。
3. リューズを通常の位置に戻すと時計が動き出します。

クロノグラフの使い方
1. クロノグラフのスタートとストップは
　どちらもボタン Aを押します（ストップウォッチ）
2.B ボタンを押すとクロノグラフはリセットします。
　（元の位置に戻ります。）

※ボタン Aを押すことで、クロノグラフのスタートと
　ストップを何度でも繰り返すことができます。
※クロノグラフは最大 60 分まで計測できます。 

クロノ分針

24 時間針

ボタン A

ボタン B

分針

時針

クロノ秒針
通常リューズ位置
位置 1
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設定方法  (3針＋日付タイプ/自動巻)

自動巻き時計は、着用者の自然な手首の動きによって動力を得て、自動的にぜんまいを巻き上げる機械式時計です。
自動巻き機構は、着用者の動きの強さに依存します。時計を初めて受け取った際、針が動いていない場合は、

リューズを巻き上げてください。（下記項目「リューズの巻き上げ方法」参照）

分針

時針
通常リューズ位置

位置 3

位置 1（ロック解除）
位置 2

秒針

リューズのロック/ロック解除方法

・リューズを反時計回りに回し、
　ねじ込み（ロック）を解除します。
・ロックする際は、リューズを押し込みながら
　時計回りに回します。

リューズは通常ロックされています。
リューズの巻き上げ、時刻 /日付設定後は
リューズをロックしてください。

リューズの巻き上げ方法（機械式）
・リューズを位置 1で 20 ～ 30 回、時計回りに回します。

時刻設定
1. ゆっくりとリューズを 3の位置までひいてください。
2. リューズを時計回りに回し時間を合わせてください。
3. リューズを元の位置に戻すと時計が動き出します。

1. ゆっくりとリューズを 2の位置までひいてください。
2. 反時計回りにリューズを回し、日付を合わせてください。
3. 日付設定後、リューズを通常位置まで戻してください。

日付設定


